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要       約 

 太平洋北部海域（北海道を除く）の沖合底びき網漁業によるキアンコウの漁獲量は、

1980 年代には 80 トン以下の極めて低い水準であったが、1990 年代に急激に増加し

1997 年には過去最高の 1,133 トンとなった。CPUE も 1990 年代に高くなり、資源量が

増加したと考えられる。1998 年には漁獲量、CPUE ともに急減したが、その後の沖底の

漁獲量は 2000、2005 年を除き 600～700 トン台の高い水準で推移している。2005 年に

397 トンに減少した沖底漁獲量は 2006 年に 606 トンに増加したが 2007 年は 450 トンに

減少した。 
2001～2007 年の全漁業種の漁獲量は 1,200～1,500 トン台の高い水準であるが、近年

減少傾向にある。したがって資源水準は高位で、動向は減少傾向と判断された。資源は高

位減少であることから、現状の資源水準をこれ以上減少させないで維持することを管理目

標とした。ABC 算定規則の 2－2）－（2）に基づき、ABClimit＝Cave 3-yr×β2、
ABCtarget＝ABClimit×αとし、Cave は 2005～2007 年の全県漁獲量の平均とした。資

源水準・動向は高位・減少であることから現状の漁獲を若干下げるためβ2＝0.9、α＝

0.8 として ABC を算出した。 
 

 2009 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 
ABClimit 1,170 トン 0.9・Cave 3-yr － － 

ABCtarget 930 トン 0.8・0.9.・Cave 3-yr － － 
 

 
年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合 

2006 － 1,450 － － 
2007 － 1,187 － － 

 
水準：高位     動向：減少 
 
1．まえがき 

キアンコウは北海道以南の沿岸各地や中国の河北省、山東省の沿岸域、朝鮮半島沿岸

および黄海・東シナ海に分布する（山田ほか 1986）。関東地方以北では茨城県や福島県

において冬季の鍋料理の材料として特に珍重されている。太平洋北部海域における本種の

漁獲量は 1980 年代には極めて少なかったが、1990 年代に入って急激に増加した。 
太平洋北部のキアンコウは、水産庁が平成 13 年度から実施している「資源回復計画」

の対象種となり、これに伴って平成 14 年度から資源評価調査の対象種になった。 
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比較的高い値で推移している（図 4、表 1）。また、沖底、小底も含めた青森県、宮城県、

茨城県の水揚量の合計は 900 トン後半で安定している（表 2）。 
CPUE については、補足資料で示すように金華山を境に、海域や漁法によって傾向が

異なっており、海域全体の動向を代表する指標としては利用できないため海域や漁法毎に

CPUE の水準等を検討した。 
金華山～房総海区のオッタートロールの CPUE（一網当たり漁獲量、2003 年以降は暫

定値）をみると（図 4）、1996 年、1997 年にピークを迎えた後、2000 年までは減少した

がその後は 1970 年代とほぼ同じで比較的高い水準で横ばい傾向にある。青森県や岩手県

のかけまわしでは、1990 年以降は比較的高い値で推移しているが、2003 年以降でみると

減少している。 
青森県の小底の CPUE は 1990 年以降の数値しかないが、全体としては増加傾向にあ

り、高い水準であるがこちらも 2004 年以降でみると減少している（補足資料）。 
2007 年 1 月～2008 年 3 月の福島県、茨城県における体長別漁獲尾数についてみると、
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図 7．キアンコウ漁獲物の体長組成（左：福島県、右：茨城県） 
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全体的に両県ともに 40cm 未満の小型魚が漁獲の大部分を占めている。 
福島県の漁獲物の体長組成には、2007 年 1～3 月に 20cm モードの小型魚が多く出現

しており、茨城の体長組成では全体的に漁獲尾数が少ないが、全長 20～35cm（モード

25cm 前後）のサイズが 2007 年の 1 月にまとまって漁獲されている（図 7）。以上のよう

に小型個体漁獲は多く、2007 年の金華山以南の海域の加入量は比較的良好であることが

予想される。また、福島では 2007 年 12 月から 20cm モードの小型魚が増加しており、

2008 年についても加入は良いことが伺える。 
以上のような漁獲量や CPUE や加入状況、努力量の変化から総合的にみて資源水準は

高位であるが、資源動向は減少と判断された。 
なお、小型魚が多く漁獲されることは、加入が良好であることを示す一方で、漁獲が

小型に偏り、成長乱獲に陥る可能性を示すものでもあり注意を要する。また、本種の需要

は冬季に高いと考えられるが、前述の様に漁獲の主体は小型魚で、産卵親魚となると考え

られる 60cm 以上の大型魚は全体的に少ない中で、産卵期と考えられる 4～6 月にやや多

く漁獲される傾向が見られる（図 7）。 
 
5．資源管理の方策 

現在の資源は高位水準ながら近年減少傾向と考えられ、現状の資源水準をこれ以上減

少させないことを管理目標とし、現状の漁獲を若干下げることを提案する。 
 
6．2009 年 ABC の算定 

（1）資源評価のまとめ 
1990 年以降、沖底の漁獲量は増加し、統計が整備された 1973 年以降でみると漁獲量

も多く、CPUE も比較的高いことから資源水準は高いと考えられた。2004 年、2005 年

と沖底漁獲量、漁業種類別漁獲量はともに減少し、2006 年は増加したが、2007 年は各県

ともに減少した。このようにここ数年でみると年変化が大きくなり、減少傾向であると考

えられる。 
 
（2）ABC の算定 

資源変動の指標値として沖底および小底の CPUE の変動傾向について検討したところ、

青森県と岩手県以南で傾向に違いがあり、CPUE を東北海域全体の資源変動の指標とし

て用いることはできないと判断された（補足資料参照）。したがって漁獲量の変動と海域

別漁法別 CPUE の水準などを総合して資源は高位、減少と判断し ABC 算定規則 2－2）
－（2）を適用して以下の式を用い ABC を求めた。 

 
ABClimit＝Cave 3-yr×β2 
ABCtarget＝ABClimit×α 

 
資源は高位で減少と考えられたので、β2＝0.9 とし、αは 0.8 とした。 
Cave 3-yr＝1,300 トン（2005～2007 年の全漁業種合計漁獲量の平均） 
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 0.9×Cave 3-yr＝1,170 トン 
 0.8×0.9 Cave 3-yr＝930 トン 

 2009 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 
ABClimit 1,170 トン 0.9Cave 3-yr － － 
ABCtarget 930 トン 0.8・（0.9Cave 3-yr） － － 

  Cave は 2005～2007 年の全漁業種類による漁獲量を用いた 
 
（3）ABC の再評価 

2007 年（当初）は ABC 算定規則 2－2）－（1）に基づき 2003～2005 年漁獲量の平均

値から ABC を算出した。資源状態は高位・横ばいと考えられるのでβ1＝1、αは標準値

の 0.8 とした。 
2007 年（2007 年再評価）では ABC 算定規則 2－2）－（1）に基づき 2004～2006 年

漁獲量の平均値から ABC を算出した。資源状態は高位・横ばいと考えられるのでβ1＝1、
αは標準値の 0.8 とした。 

2008 年（当初）は ABC 算定規則 2－2）－（1）に基づき 2004～2006 年漁獲量の平均

値から ABC を算出した。資源状態は高位・横ばいと考えられるのでβ1＝1、αは標準値

の 0.8 とした。 
2008 年（2008 年評価）では、資源は減少していると判断し ABC 算定規則 2－2）－

（2）に基づき 2005～2007 年漁獲量の平均値、β2＝0.9、αは標準値の 0.8 とし ABC を

算出した。 

評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量 管理目標 
2007 年（当 初） Cave 3-yr － 1,300 トン 1,100 トン － 資源水準の維持

2007年（2007年再評価）Cave 3-yr － 1,300 トン 1,000 トン － 資源水準の維持

2007年（2008年再評価）－ － － － 1,187  
2008年（当 初） Cave 3-yr － 1,300 トン 1,000 トン － 資源水準の維持

2008年（2008年再評価）0.9Cave 3-yr － 1,170 トン  930 トン － 資源水準の維持

 
7．ABC 以外の管理方策への提言 

図 7 に示したように漁獲物の多くが未成魚であることから、小型魚が多い海域や時期

の操業を控えるなどによって小型魚の漁獲を抑制し、成長乱獲を避けることが必要である。 
  月別体長組成を見ると、太平洋北部海域における産卵期である 5～7 月（小坂 1966）
に近い時期に産卵親魚を、また、アンコウ消費の中心である冬季に小型魚を多く漁獲して

いるなど資源が有効に利用されている状況ではないと考えられる。産卵親魚の保護と資源

の有効利用を図るために産卵期の大型魚の漁獲を削減し、価格の高い冬季に漁獲すること、

また、一個体当たりの価格が安い小型魚を保護することが必要である。 
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1997～2006 年の CPUE について沖底統計による実測とコホート解析による推定値（2 歳

以上）の差が小さくなるように MS－Excel のソルバーを用いて 2006 年 3 歳の F を求め

た。M については、寿命を 10 年と仮定して、2.5/10=0.25 として求めた。 

補足表 1．コホート解析に用いたデータおよび計算結果（宮城県以南） 
漁獲尾数（尾）

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
1歳 2,631 9,485 5,052 4,826 5,634 58,239 235,320 24,971 69,721
2歳 229,768 141,399 269,435 155,159 290,674 200,551 354,220 224,651 410,885
3歳 171,966 99,942 84,785 67,989 180,111 176,844 74,426 69,531 90,206
4歳 50,786 40,256 27,217 24,576 20,692 22,764 18,623 11,375 18,237

F
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 0.007 0.018 0.010 0.005 0.013 0.089 0.381 0.153 0.157
2歳 0.771 0.610 1.133 0.520 0.737 0.964 1.295 0.736 0.757
3歳 1.150 1.048 1.042 1.147 1.832 1.905 1.483 1.104 1.135
4歳 1.150 1.048 1.042 1.147 1.832 1.905 1.483 1.104 1.135

資源尾数（尾）
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 453,500 588,895 562,263 1,065,595 941,384 478,061 775,747 841,857 1,154,267 542,388
2歳 484,356 350,864 450,262 433,432 825,627 631,691 367,343 552,757 447,970 876,907
3歳 285,087 174,447 148,469 112,889 200,630 243,008 235,442 109,101 117,890 150,625
4歳 84,194 70,267 47,661 40,805 27,918 27,918 30,308 27,299 19,287 30,452

生残率
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2003-2005

1歳
2歳 0.774 0.765 0.771 0.775 0.671 0.768 0.713 0.532 0.760 0.671
3歳 0.360 0.423 0.251 0.463 0.294 0.373 0.297 0.213 0.336 0.294
4歳 0.246 0.273 0.275 0.247 0.139 0.125 0.116 0.177 0.258 0.139

漁獲率
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 0.006 0.016 0.009 0.005 0.012 0.075 0.280 0.022 0.129
2歳 0.474 0.403 0.598 0.358 0.460 0.546 0.641 0.501 0.469
3歳 0.603 0.573 0.571 0.602 0.741 0.751 0.682 0.590 0.599
4歳 0.603 0.573 0.571 0.602 0.741 0.751 0.682 0.590 0.599

体重(kg)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳（漁獲時） 0.369 0.369 0.369 0.369 0.369 0.369 0.340 0.405 0.416 0.317
1.5歳 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099
2.5歳 0.654 0.654 0.654 0.654 0.586 0.586 0.805 0.796 0.801 0.804
3.5歳 3.337 3.337 3.337 3.337 3.131 3.131 2.109 2.978 2.960 3.065
4.5歳 9.563 9.563 9.563 9.563 9.144 9.144 6.616 6.944 8.777 8.628

資源量(t)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 45 58 56 106 93 47 77 83 114 54
2歳 317 230 295 284 484 370 296 440 359 705
3歳 951 582 495 377 628 761 497 325 349 462
4歳 805 672 456 390 255 255 201 190 169 263

1歳以上 2,118 1,542 1,301 1,156 1,461 1,434 1,070 1,038 991 1,483
2歳以上 2,073 1,484 1,246 1,050 1,367 1,386 993 954 877 1,429
3歳以上 1,756 1,254 951 767 883 1,016 697 514 518 724
4歳以上 805 672 456 390 255 255 201 190 169 263

漁獲量(t)
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 1 4 2 2 2 20 95 10 22
2歳 150 92 176 101 170 161 282 180 330
3歳 574 333 283 227 564 373 222 206 276
4歳 486 385 260 235 189 151 129 100 157
合計 1,211 814 721 565 926 705 728 496 786

漁獲割合（漁獲量／資源量）
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳以上 0.572 0.528 0.554 0.489 0.646 0.659 0.702 0.500 0.530
2歳以上 0.584 0.547 0.578 0.536 0.666 0.690 0.663 0.554 0.535
3歳以上 0.603 0.573 0.571 0.602 0.741 0.751 0.682 0.590 0.599
4歳以上 0.603 0.573 0.571 0.602 0.741 0.751 0.682 0.590 0.599
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補足表 ．コホート解析に用いたデータおよび計

算結果（岩手以北） 
2

漁獲尾数（尾）
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 75,579 47,546 35,688 12,194 23,456
2歳 263,977 338,396 197,233 175,963 152,884
3歳 95,707 111,688 140,944 165,942 152,411
4歳 12,958 18,544 15,590 29,172 29,282

F
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 0.096 0.075 0.062 0.025 0.044
2歳 0.910 0.871 0.538 0.519 0.528
3歳 1.444 1.638 1.360 1.468 1.414
4歳 1.444 1.638 1.360 1.468 1.414

資源尾数（尾）
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 932,256 743,685 672,706 555,703 623,167
2歳 500,816 659,344 537,223 492,409 422,021
3歳 141,938 157,076 214,864 244,332 228,202
4歳 19,218 26,080 23,767 42,954 43,843

生残率
2002 2003 2004 2005 2006

1歳
2歳 0.707 0.722 0.732 0.759
3歳 0.314 0.326 0.455 0.463
4歳 0.184 0.151 0.200 0.179

漁獲率
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 0.081 0.064 0.053 0.022 0.038
2歳 0.527 0.513 0.367 0.357 0.362
3歳 0.674 0.711 0.656 0.679 0.668
4歳 0.674 0.711 0.656 0.679 0.668

体重(kg)
2002 2003 2004 2005 2006

1歳（漁獲時） 0.369 0.340 0.405 0.416 0.317
1.5歳 0.099 0.099 0.099 0.099 0.099
2.5歳 0.586 0.805 0.796 0.801 0.804
3.5歳 3.131 2.109 2.978 2.960 3.065
4.5歳 9.144 6.616 6.944 8.777 8.628

資源量(t)
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 92 74 67 55 62
2歳 293 531 427 394 339
3歳 444 331 640 723 699
4歳 176 173 165 377 378

1歳以上 1,006 1,108 1,299 1,550 1,479
2歳以上 914 1,034 1,232 1,495 1,417
3歳以上 620 504 805 1,100 1,078
4歳以上 176 173 165 377 378

漁獲量(t)
2002 2003 2004 2005 2006

1歳 28 16 14 5 7
2歳 155 272 157 141 123
3歳 300 236 420 491 467
4歳 118 123 108 256 253
合計 601 647 699 893 850

漁獲割合（漁獲量／資源量）
2002 2003 2004 2005 2006

1歳以上 0.597 0.584 0.538 0.576 0.575
2歳以上 0.627 0.610 0.556 0.594 0.595
3歳以上 0.674 0.711 0.656 0.679 0.668
4歳以上 0.674 0.711 0.656 0.679 0.668
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